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伝行成筆切との比較から見る榊原本の位置
―
久保木 　寿子
一、はじめに
　和泉式部集（正集・続集）の現存最善本とされる榊原本
(
1)は、
岸本理恵
(
2)氏により、定家監督書写の諸本及び古筆切との照合な
どの手続きを経て、冷泉家本定家自筆『集目録』 （時雨亭叢書所収）に記載される「和泉式部集 　四冊」に相当することが指摘されている。
　この榊原本正続集は、集内重出歌を基準にした清水文雄
(
3)氏の
分析に基づき、通常
Aから
Jまでの十歌群に分けて捉えること
が行われてきた。その中の 集
G歌群（榊原本を底本とする新
編国歌大観歌番号三八～一五九）は帥宮挽歌群と称され、寛弘四年一〇月二日 薨じた冷泉第四皇子帥宮敦道親王の死を悼む主題的な統一ある歌群として理解されている。
　一方、伝行成筆切と称される古筆切のうち、甲類（第一類）
と呼ばれる同筆の数葉（現二十葉）は、この榊原本
G歌群とほ
ぼ重なる四九首を含み、昭和初期以降の書の世界での蒐集に続
き、歌集研究の側からも吉田幸一
(
5)・清水文雄
(
6)・久保木哲夫
(
7)・伊
井春樹
(
8)・伊藤博
(
9)氏らにより、順次、研究が進められてきた。少
なくとも平安末期にまで遡る書写年代の圧倒的な古さ、 および、榊原本と同一祖形に発する様相が窺われながら配列を異にする部分があることなどから、歌群の形成に絡んで注目されるものである。榊原本の欠脱を補いうる箇所がある一方、榊原本にある五十首歌を欠く いう特徴がある。
　榊原本と切の関係について久保木氏は、仮の措置と断りつつ
極力榊原本の配列に沿わせる形で切二十葉を配置し歌 通し番号を付すことで、切解釈の一つ 可能性を示した。この程
C
D
-
R
O
M
版「新編私家集大成」に和泉式部
Vとして収載された伝
行成筆切の解題
(
10)では、 「おそらく榊原家本のもとになった歌稿
ないしは歌群段階のものが別ルートによって伝えられたのであろう」と記している。
　これとは別途に、伊井氏は、清水氏の配列を含めた切の研
究(
11)（十二葉に関する）をふまえながら、切（十八葉）と榊原本
との関係について、部分的に両者 配列は重なるが、榊原本一五八番歌の位置から両者が別体系の歌序であることを言い、 「切は榊原本とは転写過程で生じる異本関係にある は 」く「飛び番があるにしても榊原本との共通祖本の存在」が想定され、 「そこからなんらかの事情によって、二つの伝来へと進んでいった様相」が窺われるとした。久保木氏とほぼ同じ見解あり了解されるものである。 　
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　伊井氏はさらに、
・切には整序（時間的）への意図がある、榊原本後半相当の
連続する四葉（後述オカキク
―
筆者注
）からは、春から四
月、五月と季節に準じた配列が見られる、
・切には寛弘五年正月詠が二カ所に見られ、宮への追懐が繰
り返される形をと 、
などの諸点を挙げ、 「早い段階で（あるいは和泉本人による）本文・配列に関わる原
G群の『改編』があったのではないか」
とまで踏み込んでおられる。
　本稿では、先ず久保木氏の切配列に沿い、榊原本の配列との
差異を最小限の範囲で押さえ、表示によりそれが極めて限られた部分的現象であることを確認す 。さらに先行研究の追認を含め以下のような諸点について論じたい
①挽歌群の祖形本
（便宜「本」とする。以下同じ）
は、現榊原本
配列（脱落部分を補う）に限りなく近い形であった 思しい。これを切との共通祖形本と見る。
②一方、切祖形本は、共通祖形本の一部に手を加えた再編本
であろう。
③榊原本との配列上の齟齬が切の特定部分（
B
1→断簡ケ、
B
2→断簡タ、
B
3→断簡ト、
B
4→五十首歌）に現れる
が、それは、再編に伴う操作の跡 見なされる。
④齟齬部分の切には、主題的不整合が見られ、和泉 人によ
る再編は考えにくい。
　右の点を論証することにより、限界はあるものの榊原本に
よって当該歌群を読むことの一応の妥当性を窺いたい。読むための基礎作業である。なお本文批判の面から見ても榊原本の優位は動かないと思しいが、論証は別稿に譲りたい。今後、新たな切の出現により残る部分 明らかになる可能性があり、安易には論じられないが、現時点での一応の見解である。
二、
 行成切
・
榊原本の配列の異同
　考察の対象とする榊原本（以下、榊本）続集挽歌群は、三八
～一五九（歌番号
―
漢数字で表す）までの一二二首。内一一二
～一五七の四十六首はいわゆる五十首歌である。一方、切（歌番号
―
算用数字で表す）は現在、二十葉四十九首が確認されて
いる。因みに榊本・切の歌番号・本文は『新編私家集大成』による。但し、表記を改めた部分がある。
　後掲（
15ページ）の表は、榊本と切との関係を一覧できる形
にしたものである。この中で久保木
B配列（④）は、伊井②・
久保木
A（③ 　注
7論文）以降に加えられた二葉（ウコ）を組
み込むもので、大旨榊本に沿って置かれ 断簡の各歌に、久保木氏が便宜付 歌番号である。
　以下、仮に④久保木
B配列を一つの基軸として考えていく。
榊本に即した配列ゆえ、行成切との最小限 落差が示されるからである。断簡全二十葉 アからトま 、私に記号 付し
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（①） 。
（なお、ア～トを「断簡」 、断簡の中の個々の歌（番号）を「切」と
して、便宜呼び分ける）
。
　両氏の配列基準の違いと、本稿にとっての問題点は次の通りで
ある。＊久保木氏は、
( 仮の措置と断りつつ）榊本に沿って配列してい
る。その場合に、なおかつ生じる両者の齟齬の部分が問題となる。断簡エオカ（六七～七二） 、あるいはキクまでを含む一群（
B
1～
B
4）をどう考えるか、という問題である。
＊伊井氏は、切の配列に整序の跡を認め、歌内容の時節に沿わせ
た主題性を読みとるが、その場合、久保木氏配列との落差は、断簡スセソタ（九〇～九七 次）を含む一群及びエの部分に顕著に表れる。この部分を考える時に注目されるのが 両端に位置する歌（
c
d）の問題である。
　後の一覧表からは、粗々以下のような事実が確認されるであろ
う。便宜
A～
Eの部分に分けて考えていく。
(1)	
伝行成筆切（甲類断簡）は、すべて榊原本挽歌群の範囲に収
まり、両者の歌順は、基本的に若い番号から順次増える順列の形で現れる
（断簡ウ・コは最近になって加えられた二葉であるが、ウは、
イ
6詞書に接続する
6歌及び
7･
8歌の三首からなり、榊本の五〇・五一・
五三に相当する。またコの場合も、
24･
25が七六
･ 七七に相当し、共に順列
配列である）
。
(2)	 「順列の大きな齟齬」
―
榊本と切との順列に大きな齟齬が生じ
るのは、榊本五六・九七・一〇四・一一一の後のところで、それ
ぞれ
B（六七～七二・九八～九九・一一〇・一五八～一五九） 、
C（五七） 、
D（一〇六） 、
E（八五）が割って入る形で現れる。
この結果、切の順列は
A
1～
A
5の部分に分断される
（但し、
「
A」 はその他の部分を示すもので、
1～
5の同質性を意味する訳ではない）
。
また六六
―
七三、八四
―
八六、一〇九
―
一一一の三カ所で番号
が飛ぶ。
B
1・
E・
B
3が「抜けた」後の部分の態である。
(3)	
A
5（一一二～一五七）のいわゆる五十首歌は、切には一
首も現われない(4)	
歌の出入りから見ると、相互に一致しない歌（
a～
e）が
五首ある。この内、
a（切
5／四九） 、
b（切
19／一五九） 、
c（切
32／九〇）は、 榊本とは別歌。
d（切
40／九七の後）は、
切の独自歌で榊本にはない。
e（切
43／一〇六）は、両者詞
書が一致するものの、榊一〇六が該当歌を欠き 別歌が入る。
　
aを除く
b
c
d
e歌が、切と榊本の番号に齟齬が生じる部
分に現れる事実は、両者 関係が物理的なものであることを窺わせ、切成立に絡む現象として注目さ る。(5)	
切
44下により、榊一〇五下句の欠脱部分を補完できる。
　　また、切
46／一〇八歌は、正集二三四歌と重出する。重出
現象も、榊原本正続集に頻繁に見られる現象である。切の祖形本も又、同様の傾向を保持していると見られる。(6)	
なお、切には、榊本との関係において、例えば断簡アのよ
うに斜線が入る（榊本番号が飛ぶ）間歇的なものと、イのように斜線の入らない連続的なものと
2種類がある。が、イウ
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に見るように両種が連続している場合もあるため、これらを異種のものと断定することはできない。切祖形本が、共通祖形本の抄出本的なものであった可能性が窺われる。(7)	
前半五六までの部分（
A
1）に、 勅撰集入集歌が偏在する。
このような偏在は正続集を通じて榊原本全体に見られる現象であり、この部分に相当する断簡アイウ（
1～
8）が存在
することは 切祖形本の性格を考える上で留意されるべきであろう。
　右の中で
(2)と
(4)は、配列構造に関わる切・榊本の特徴的な差
異である。以下これを中心に見ていきたい。
三、配列の断層と不一致歌五首の検討
　ここでは、前段で挙げた
(1)から
(7)の
特徴的差異の内、
(4)の
＜相
互に一致しない歌
＞五首（
a～
e）に沿って検討したい。話
は自ずと
(2)にも及ぶであろう。本来、断簡ごとに榊本との配列
構造の比較検討がなされるべきだが、複雑になりすぎることから、本稿では両者明らかに異なる歌に絞って、その有り様の概容を掴みたい。【
	
a	 】
5／四九の検討
　表の
＜断簡イ
＜ を参照されたい。断簡イとウは、
5歌に続く
詞書が
6の歌に連接することから、元は一体だったことが分か
る。また
4・
6は、榊本四八・五〇歌に相当するが、
5は四九
に一致しない。
＜イ
＞	
を見てだになぐさめよとあるに
	
4
　よにふれどきみにおくれてをるはなはにほひもみえずすみぞめにして（続四八）
	
よる、めのさめたるに
a
5
　いかにしてよるの心をなぐさめんひるはながめてさてもくらしつ（ナシ）
	
あめのいたうふるひ、人のとひにおこせたるに』
	
6
　いつとてもなみだのあめはをやまねどけふは心のくもまだ なし（続五〇）＜榊本①
＞	　
南院の梅花を、人のもとより、これみてなぐさめよとあるに
	
四八 　よにふれど君にをくれてをる花はにほひてみえずすみ染にし （切
4）
	
つきせぬ事をなげくに
a四九 　かひなくてさすがにたえぬ命かな心 玉のを しよらねば（・）
	
雨のいみじうふるひ、いかにととひたるに
	
五〇 　いつとても涙の雨はをやまねどけふは心のくもまだになし（切
6）
　右の二つの配列のいずれが妥当なのであろうか。問題となる
aの前後の歌は、切・榊とも一致し、宮喪失後の癒しようのな
い絶望感を詠う歌が連なる。が、
5は哀傷の歌であろうか。 「昼
は眺めてさても暮らしつ」の歌句は 恋歌の典型とも言うべき発想に成るものである。千載集恋 四に「題不知」として入集していることからも窺われるように、夜昼の射程で捉えた、独り寝の侘びしさを強調する恋歌であり、下 直前の
4の歌意
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とも相容れない。
　これに対し榊本四九の「 （絶えぬ）命」を嘆く歌は、実存に
関わる点で、四八の「君に遅れてをる」身の認識と同一位相にあり、無理のない配列である。
　前後の歌との主題的連接という意味では、切
5よりも榊四九
歌が妥当であろう。【
	
b	 】
19／一五九
の検討
　一覧表の
＜断簡ク
＜ を参照されたい。詞書と歌の連接からし
て、断簡キを受け断簡ケに密接につながるが、この部分は榊本との配列の齟齬が著しく、最も問題を含む部分である。
＜ク
＞	
ぶくにてものもみぬとしのみそぎの日、くるまにありときくはまことか、ととひたりけるきんだちのありけるを、 ちに』 　ききて
	
18
　それながらつれなく人はありもせよあらじとおも
ひは
てとひけるぞうき
（続一五八）
	
わかみやにちちまゐりける人に 　　　　　
b
19
　
このみちのやらむめくさにいとどしくめにのみさはるすみぞめのそで（ナシ）
	
つくづくとほれてもののおぼゆれば』
	
20
　はかなしとまさしく見つるゆめのよにおどろかでふるわれは人かは（続六一）
　断簡クは、
18･
19歌と
20詞書に関わる。榊本では、 一五八
･ （
一
五九）
･ 六一がこれに対応するが、
19に相当する歌はなく、一
五九は別の歌である。
20を含め、切と榊本の違いがもっとも際
だつ部分である。
　
18「それながら」の歌は（切本文「おもひて」は「おもはて」
の誤写か） 、 「そ知らぬままでいて下さればいいものを、悲嘆のあまりに死んでしまったともお思いにならず、お尋ね下さったことが恨めしい」と屈折し 思いを歌う。宮薨去の翌年、寛弘五年四月の御禊の日（葵祭前の午か未の日）の時の歌である。
　これに続く
19は、若宮（永覚）の乳母への歌であろう。細部
に疑問が残るが、 「乳をやる子の愛らしさにつけ、ますます目障りな喪服であるよ」の意であろう。 だ喪服がことさら目に着く時期の詠と思しい （参考
―
榊一一一 「
御服になりしころ
、 「月
のあかきはみきや」とあるに、なぐさめんことぞ悲しき
すみ染
の袖
には月のかげもとまらで」 ） 。これに続く
20もまた宮を失い
茫然自失状態の頃の歌である。この うに解釈す
18と
19･
20は時間が前後することになる。
　一方、榊本では、一五八に続く一五九は、次のように
19とは
別の歌が来る。
＜榊本②
＞	 　宮の御服にてものみぬとし、みそぎの日、人の車にそれぞときくはまこ
	
か、ととひたる君達のありけるを、のちにききていひやる
一五八 　それながらつれなき物は有りもせよあらじとおもはでとひけるぞうき（
18）
	
みあれの日、葵を人のをこせたるに
一五九 　あふひぐさつみだにいれずゆふだすきかけはなれたるけふの袂は（・）
　一五九歌は、 「御生の日」の詠。御生の神事 四月、中の午
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日に行われるが、 葵祭（陰暦四月中の酉）そのものを「みあれ」と称することからすれば、御禊の日（ 午か未）の歌一五八からの連接は、時系列に即したスムーズなも である。
　さらに切
20について、対応する榊六一を見ると、次のように
なる。
＜榊本③
＞	 ひをけにひとりゐて
六〇 　むかひゐてみるにもかなしけぶりにし人ををけびのはひによそへて（・）	
つくづくと、ただほれてのみおぼゆれば
六一 　はかなしとまさしくみつる夢のよををどろかでぬる我は人かは（
20）
六二 　ひたすらに別れし人のいかなればむねにとまれるここちのみする（
21）
　六〇からの連続で考えるならば、冬、中陰明けの頃の歌であ
ろうか。喪失感
･ 虚しさの注視において両歌は密接する。が、
b切
19が服喪当初の詠だとすれば、六〇・六一に近接する時期
の詠とも考えられ、榊祖形本では六一の前辺りに配されていた切
19相当の詞書及び歌「このみちの…」が、いずれかの時期に
榊本では脱落した可能性も残る。
　この部分は切最大の「折り返し」部分で、榊本の配列との差
が最も目に付く部分である。移動に伴う何らかの物理的な原因があって脱落が生じたの はな ろうか。【
	
c	 】
32／（正七二六）の検討
　一覧表
＞ 断簡ス
＜ の部分を参照いただきたい。
c
32と次歌
33
の詞書から成る一葉で、断簡セの
33歌に連接するとする久保木
氏配列に従う。
＜ス
＞	
正月一日、
むめのはなをひとのおこせたるに
c
32
　
春やくるはなやさくともしらずけりたにのそこなるむもれぎなれば（正七二六）
	
七日』
	
33
　おもひきやけふのわかなをよそに見てしのぶのくさをつまむものとは（続九一）
　榊本の当該歌群では、同じ正月一日の歌ながら、詞書歌共に
異なる歌が配される。
＜榊本④
＞	
正月一日、
人人の事いみしてものいふをききて
c九〇 　きく人のいめばかけてもいはでおもふ心のう
○ちカ
はけふもわすれず
		
七日
	
九一 　思ひきや今日のわかなもしらずしてしのぶのくさをつまん物とは（
33）
　一方で、榊本正集七二六には、
c切
32とほぼ同一の詞書・歌
句の次の一首が見られる。
正月一日、はなを人のおこせたれば
春やくる花や咲くともしらざりきたにのそこなる埋れ木なれば（正集七二六）
これに続く七二七歌、
くさぐさにおふとはきけどなきなをばいづらけふだに人はつむやは（正集七二七）
が、正集二五二 「正月七日、親の
勘かうし
事
なりしほどにわかなや
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るとて」
（初句「こまこまに」 。以下小異あり）
として重出すること
から、この一群は「無き名」が立って親の勘気に触れ「谷底の埋木」状態にあった、ある正月の歌で、七二六／
32は挽歌では
ないことが分かる
(
12)。
　では、
c榊
九〇「きく人の」の歌はどうか。
32とはまったく
異なる歌である。これ 同一趣向の挽歌が、実は断簡アの
1
／四二に見られる。
一日、人の許に
四二きく人やいはばゆゆしとおもふとてかすむ雲ゐをみにの
みぞみる（切
1）
あるいは同時日の詠かとも思われるほど同一 発想にな 挽歌である。
　右の事実は、切が何時の頃か不明だが、正続集の中からかな
り恣意的に、時系列にのみ合致する歌を取捨した可能性を窺わせる。到底本人の所為とは考えがたい。また、この
cでの歌の
入れ替わりは、 ここにある断絶があったこと 示すであろうか。言うまでもなく、歌の脱落や交替は群の前後の端にお て物理的に生じやすい【
	
d	 】
40／（ナシ）の検討
　次に
d
40の検討に移る。一覧表の
＞ 断簡タ
＜ の部分を参照い
ただきたい。タ（
39・
40・
41）は、榊九七・ナシ・五七に対応
する。
cf
＜ソ
＞	
二月つごもりがたに
	
38
　たれにかはをりても見せんむめの花なかなか桜さきぬときかすな』 （続九六）＜タ
＞	
さくらのおもしろければ
	
39
　はな見るにかばかりもののかなしくはのべに心をたれかやらまし（続九七）d
40
　こひしさはせん たもなしはなみれどそれになぐさむことこそありけれ（ナシ
	
41
　しぬばかりいきてたづねむほのかにもそこにありてふことをき ばや』 （続五七）
　
d
40相当歌は、榊本にはない。 「はな」を扱うので
39詞書が
当歌にも及び、 「桜」詠として配列されたのであろう。かつての体験との対比で、花に慰まない今の悲嘆を詠う。が、 「慰む」という肯定的な措辞がこの歌の位置を曖昧なものにする。左に掲げた榊九五（切
37）は、これと同趣ながら「慰まじ」と断ず
る「梅」詠である。
　榊本では、
39相当の九七とその前後の歌は、次のようになる。
＜榊本⑤
＞	 　
むめのはなをみて
九四 　むめのかを君によそへてみるからに花のをりしるみともなるかな（
36）
九五 　たをれどもな
きにカ
物おもひも
なぐさまじ花は心のみなしなりけり
（
37）
	
三月晦がたに
九六 　たれにかはをりてもみせん中中に桜さきぬと我にきかすな（
38）
	
桜のいとおもしろきをみて
九七 　花みるにかばかりものの悲しきはのべに心をたれかやらまし（
39）
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四月一日
九八 　かの山のことやかたるとほととぎすいそぎまたるるとしのなつかな（切カ
15）
　「慰む」とも「慰まじ」とも、それが「心の見なし」である
ことに気づいたのは、
d
40に見るような認識を経てのことでは
なかったか。
40は、例えば
aで見た
4／四八にも類する梅詠
としてあ たかとも想像される。なお、
41は「はな」とは全く
無縁。詠歌事情を示す詞書がない。
　このようにタの三首の配列には、必然性・整合性がないと言
わざるを得ない。
　榊本では九四以下九七に至るまで、梅から桜への花歌群であ
る。九四「むめのはなをみて」から九七詞書「
桜のいとおもし
ろきをみて
」への推移は自然で、 「かなしき」心情においても
違和感を生じさせない。九七はこの位置 あって格別の不都合を生じない（九六詞書「三月」は諸本同じ。
｢ 二月
｣ の誤写か） 。
また以降への展開も、九八 四 一日」の郭公 待つ歌は時系列に適う自然なものである。
　
41相当の榊五七に移ろう。五七をその前後の歌と共に示すと
次のようになる。
＜榊本⑥
＞	 そでのいたうぬれたるをみて
五六 　をしきかなかたみにきたるふぢ衣ただこの比にくち果てぬべし（・）	
つきひにそへて、
ゆく

もしらぬ
ここちのすれば
五七 　しぬばかり
ゆきてたづねん
ほのかにもそこにありてふことをきかばや（
41）
	
又ほどへて、おはしましし所を、もののたよりにみて
五八 　おもひきやちりもゐざりしとこのうへを荒れたる宿となしてみんとは（・）	
冬の夜、ねざめして
五九
	 かたしきの袖はかがみとしほれどもかげにも似たる物だにぞなき（・）
	
ひをけにひとりゐて
六○ 　むかひゐてみるにもかなしけぶりにし人ををけびのはひによそへて（・）
　宮の没後程なくであろう。亡き人の影を追い求めるかに展開
する切迫した思いは、初句切れ、詠嘆、絶対不可能な願望などの表現により、五六～六〇に通底するものになっている。五七は、何の違和感もなくこの中に納まる。切
41という位置が不適
切であることは、このようにも証明され
　以上見てきたように、配列を主題的な繋がりから見た場合、
切
39・
40・
41は必ずしも緊密度は高くなく、逆にこれに対応す
る榊本九七、五七は、榊本本来 配列の形でこそ主題的に落ち着くのである。断簡タが極めて恣意的 歌 集まりであ ことは明らかであろう【
	
e	 】
43／別歌の検討
　一覧表の断簡
＞ チ
＜ （
42・
43）及び断簡
＞ ツ・テ
＜ の部分を、
併せて参照されたい。本文は次の通り 。
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＜チ
＞　
42
　いのちあらばいかさまにせむよをしらぬむしだにあきはなきにこそなけ （一〇一）
よのなかをおもひすつまじきさまにして、ことなる事なきをとこのもとより、われにすてよといひたるに
	
〔一〇六詞〕
e
43
　しらくものしらぬやまぢをたづぬともたにのそこにはすてじとぞおもふ』 （ナシ）＜ツ
＞	
見つけてやるとて
44上 　ねもたえであしのをふしもかたを見て』 （一〇五）
＜テ
＞
44下
	
□□たのうみはおもひやらなむ（空白
―
一〇五）
かたらふ人のひさしうおとづれぬを、お じおもひのころ
45
　なぐさめむかたもなければおもはずにいきたりけりとしられぬるかな（一〇七）
ふの殿のおほんもとに
46
　さるめ見ていけらじとこそおもひけれあ』
　
e
43「しらくもの…」の歌は榊本にはなく、その欠脱を補い
得ることから、切の優位性を示す部分として重視されてきたものであ 。が、この配列位置は極めて不安定である。		 先ず、
44詞書「見つけてやるとて」はこのままでは意味不明
で、 必ずやこの前に榊一〇四相当歌がなければならないのだが、現存切はこれを欠き、一覧表に見るとおり、榊本で言えば、連続する一〇四・一〇五 間 一〇六
(
e
43）が割って入る形に
なるのである。切チ
42および
e
43は、極めて不安定な位置に
あると言わざるを得ない。
　逆に左に示すように、榊本は一部脱落はあるものの、その配
列は整合的なひとつの形を示している。榊一〇〇～一〇八の本文を掲げる。
＜榊本⑦
＞	 　よのなかをひたすらにえおもひはなれぬやすらひに
一〇〇 　われすまばまたうき雲
○もカ
かかりなん芳野の山もなのみこそあらめ（・）
又、ひとりごとに
一〇一 　いのちあらばいかさまにせんよをしらぬむしだに秋はなきにこそなけ（
42）
又
一〇二 　わびぬればゆゆしと聞きし山鳥のありときくこそうらやまれぬれ（・）
又
一〇三 　なけやなけわがもろ声に呼子鳥よばばこ
たへてかへりくばかり
（・）
御襪のありし、みあはすべき事なんありとて、人のこひたる、やらんとてもとむるに、なければ
一〇四 　もとむれどあとかたも しあしたづはくものゆくゑにまじりにしかば（切脱）
みでてやるとて
一〇五 　ねもたえずあしのをふらんかたをみ
本ノママ 　　　　　　　　　　　　　　　　
	（
44上下）
よのなかをおもひはなれぬべきさまをききて、ことなる事なきおとこの我にをすてよといひたるに（
43詞）
一〇六 　（たぐひあらばとはんと思ひし事なれどただいふかたもなくぞ悲 き
―
別歌）
かたらふ人のおともせぬに、おなじおほ 思ひのころ
一〇七 　なぐさめんか のなけれ おもはずに
いきた
りけりとしられぬるかな（
45）
又、人に
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一〇八 　さるめみて
いけら
じとこそおもふらめ哀れしるべき人もとはぬは
	 （
46）
　切
42は詞書を欠き詠作事情が不明だが、
42に対応する榊一〇
一では、一〇〇以下「又」で連なる四首の中に位置付き、一〇〇詞書からして出家にも踏み切れずに苦しむ歌 の一首と理解される。一〇六詞書は、出家しかねない和泉の状況を示すもので、一〇〇以下の展開の中で違和感なく配置されているといって良かろう。が、一〇六の歌の方はこの詞書にそぐわず、切
43
相当の歌の脱落が想定される。一 六「たぐいあらば」 歌は、宮薨去後程なくの切迫した悲嘆の歌と思われ、とす ば、出家を云々する一〇六詞書の時点よりも、前 時点のもので ろうか。悲しみを分かち合える他者を求め 歌として、以下に連接する一群と思しいが、こ 辺りは榊本も時系列的に整合してる訳ではないようだ。
　因みに、一〇五歌の一部欠落は、切
44下によってほぼ補い得
る。同じ箇所で切に上下の分離が生じ 榊本下句に脱落が見られるが、共通の原因に基づくものか偶然なのかも含め、両者関わりは分明ではない。
　テ部分について言えば 相互の脱落部分を補い合える。即ち、
切
44下により榊一〇五下句の欠脱部分が補われ、また逆に、切
46の下句欠脱部分を、榊一〇八により補い得る。
　ただし「又、人に」とする一〇八詞書に対し、
46詞書は「ふ
の殿のおほんもとに」と固有名詞を明記する特異なかたちをと
る。これは正集二三四に重出する歌の詞書「おなじころ、ふのとのに」に近い（但し、歌句「さるめみてよにあらじとやおもふらんあはれをしれる人のとはぬは」は小異がある） 。いずれにしても、断簡チツテは、右の榊本の範囲内で 歌の入れ替わりとして、納ま ものである。
　以上、榊本に沿わせた切の配列④を一つの基軸として、両者
の最小限の差異に注目し、中でも特に歌 入れ替わり等の著しい差異を見せる
a～
eの五点に絞って検討してきた。
　その結果、総じて
a～
eに関わる切は、意味的に前後整合
するとは言えず、榊本の配列に従う方がより穏当な配列になることが明らかになったかと思う。
　とすれば、両者の共通祖形本なるものは榊本の配列に近いも
ので、それに手を加える過程で物理的に生じた が
a～
eの
不整合だと考えられよう。而してそれは和泉の手になるものではありえない 言うべきであろう。
四、切の配列構造と主題的意味の妥当性
　最後に、一覧表から読み取れる事実として先の二で挙げた
(2)
「順列の大きな齟齬」の問題に改めて立ち返り、共通祖形からの組み換えが疑われる断簡「エオカキク」 （
B
1～
B
4とする）
について検討を加えたい
（ 「オカキク」 は詞書と歌の上下句の関係から、
一連のも として扱いうる。伊井氏は断簡エを一二の位置に置き、オカキ
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ク（七～一〇）と切り離した上で、この部分に春から夏への時系列に沿った主題性を読みとっているが、今は榊本との関係からエを含めて進める。またクはその一部のみを扱うことになる）
。
　「エオカキク」は、榊本番号に即して見れば四つの部分の寄
せ集めの体をなす。先述のように榊本との大きな齟齬は、すべてこの部分と断簡「ケ・タ（含
C） ・ト
( 含
E） 」との関係とし
て浮上する。この内、
B
2（九九）は
d（タ） 、
B
4（一五九）
は
b（ト）の問題として既に見たので、残る
B
1、
B
3を見て
いく。なお、
Dについては既に
eの検討で触れたが、
Bの編成
とは関わら い
A
5・
A
6内部の問題と見ていいであろう。
　先ず
B
1は、順不同ながら榊六七～七二までの歌を含み、六
六と七三の断絶部分に収まるはずのものである。断簡「ケ」とは大きな齟齬が生じている。
＜ク
＞	
つくづくとほれてもののおぼゆれば』
＜ケ
＞
20
　はかなしとまさしく見つるゆめのよにおどろかでふるわれは人かは
（六一）
21
　ひたぶるにわかれし人のいかなればむね とまれる心地のみする
（六二）
22
　
あさましのよはやまがはの
うみ
づなれや心ぼそくもおもほゆるかな（六六）
23
　
いづこにときみをしらねばおもひやるかたなくものぞかなしかりける』 （七四）
　断簡ケは、
20以下
23まで同じ詞書「つくづくとほれてものの
おぼゆれば」で連ねられる。この内、
20・
21相当の榊本六一・
六二歌は、ほぼ同一詞書で二首並ぶ
（
＞ 榊本③
＜ 参照）
。
　が、ケ
22相当の榊六六は左記のように、 「いかにせんとのみ
おぼゆるままに」の詞書の下、六三以下五首連作中の一首であり、
｢ 憂き世
｣｢ あさましの世
｣ に生き煩う歌内容も詞書に適うも
のである。因みに、 この五首の内六三～六五を、断簡ケは欠く。
＜榊本⑧
＞	 　
いかにせんとのみおぼゆるままに
六三 　かずならぬ身をも歎きのしげければたかきやまとや人のみるらん（・）六四 　なぐさめにみづからゆきてかたらはんうきよの外にしる もがな（・）六五 　なぞやこはいしやいはほの身ともがなうきよの中をなげかでもへん（・）六六 　あさましの世 やま川の水なれやこころぼそくもおもほゆる な（
22）
		 一方、 ケ
23相当の榊七四は、 「ならはぬさとのつれづれなるに」
の詞書の下、次の様に展開する。
＜榊本⑨
＞	 　
ならはぬさとのつれづれなるに
七三 　
かなしき
はをくれてなげく
身なりけり
涙のさきにたちなましかば（・）
七四 　いづこにと君をしらねばおもひやるかた く物ぞ
かなしかり
ける（
23）
七五 　
身よりかく涙
はいかがながるべき海てふうみは塩やひぬらむ（・）
　詞書に即した身の悲嘆に暮れる三首が、 無理なく連ねられる。　このよう 、榊本ではそれぞれの詞書の下に連作的に詠み分
けられていた三首が、断簡ケでは、その微妙な状況
･ 心情の違
いが無視され、一つの詞書の下に概括されていることになる。
　次に
B
3( 一一〇）に移ろう。キは、
17歌とその前後
16･
18の
一部を含む断簡で、伊井氏はこれを、四月初から御禊の日まで
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時系列による配列として矛盾がないとして、行成切の独自性を強調する論拠としている。
　榊本配列からして、断簡ト（一〇九・一一一）との関わりが
問題になるが、その前に
17と榊一一〇の歌本文を確認したい。
一体この歌は、どのような意味内容の歌なのか。
＜カ
＞	
四月ついたちごろ
15
　かのやまのことやかたるとほととぎすいそぎまたるるとしの
なつ
かな（続九八）
16
　わが心
なつ
ののべにもあらなくにしげくも』こひのなりまさるかな（続九九）
＜キ
＞	
まへ るたちばなを人のこひたる、やるとて
17
　とるもをしむかし 人のかににたるはなたち花のな
にる
やとおもへば（続一一〇）
ぶくにてものもみぬとしのみそぎの日、くるまにありときくはまことか、ととひたりけるきんだちのありける 、 ちに』ききて
18
　それながらつれなく人はありもせよあらじとおも
ひは
てとひけるぞうき（続一五八）
　一方、榊本の配列及び、一一〇の詞書・歌本文は以下のよう
になる。
＜榊本⑩
＞	
田舎なる人に、かくものおもふよしなどいひやりて
一〇九 　いかでかはたよりをただにすぐすべきうきめを
みてもしなずとならば（
47）
二月ばかりに、まへなるたちばなを人のこひたるに、ただひとつやるとて
一一〇 　
とるもうしむかしの人のかににたる花橘になるやとおもへば（
17）
おほむ服になりしころ、月のあかきはみきやとあるに
一一一 　なぐさめんことぞ悲しきすみ染の袖には月のかげもとまらで（
48）
　切
17が四月の歌に続く夏の歌として配されるのに対し、榊一
一〇は「二月」の歌である。何れが適切か。 「二月」であれば、「まえなるたちばな」は「橘の実」であろう。榊本詞書「ただひとつやる」 実」にこそ相応しい。 「とる」は、実を手に取る意（伊勢物語 肴なりける橘をとりて」
) 。
｢ 取る」
｢ 成る」
は、 「実」の縁語として問題はない。 「この実 やがて昔の人の香りのする花橘にな 思うと辛い」の意。但し、実から花に想到する例は管見に入らなかった。本文が「花橘
の
」であれば「橘
の花が実になる」意 なり解しやすい（後述、 「切」傍書参照）のだが。
　一方、四月に位置づけるとすれば、 「たちばな」は「花」で、「昔の人の香りのする花橘」 を 「
取る・
」 のが惜しまれる意となる。
「取る」が花にはややそぐわず、榊本詞書「ただひとつ」云々も「花」には不要だったのであろうか、 切詞書に ない。 「惜し」む理由を示す切「なにや」も不審 る。 「 」 傍記「る」に従うと、花橘が実に「なる」意とな 、 「まへなるたちばは「実」と解され、季 不整合が生じる。
　季節順配列に適うような無理な操作が、切に加えられた可能
性はないであろ か。伊井論の核と 一首であるだけに注される。
　榊一一一は服喪当初（寛弘四年十月頃）の詠。一〇九・一一
〇はそれ以降のものなので時系列にはそぐわ い。因みに一一〇の前後の一〇九・一一一は、次のように断簡トでは
47･
48と
久保木寿子13
連続して現れるが、同じ理由でこれも時系列的には整合しないことになる。
＜ト
＞
47
　みてもいけりとならば（一〇九）
おほんぶくなるころ、この月のあかさは見るや、といひたれば
48
　なぐさめんことぞなかりしすみぞめのそでには月のかげもやどらず（一一一）
御ぶくぬぐとて
49
　かぎりあればふぢのころ はぬぎすてしなみ』 （八五）
　
47の「みてもいけりとならば」は、本文に異同はあるが、榊
一〇九相当歌の下句の一部であろう。
48は一一一に相当する。
48と
49との間には、詞書からすれば、ほぼ一年の時間の懸隔が
あることになる。一方、
49に対応する榊八五ではその前後が次
のようになる。
＜榊本⑪
＞	 つかはせ給ひし御すずりを、おなじ所にてみし人のこひたる、やるとて
八四 　あかざりしむかしの事をかきつくるすずりの水は涙なりけり（・）
おほんぶくぬぎて
八五 　かぎりあればふぢの衣はぬぎすてて涙の色をそめてこそきれ（
49）
御ふみどものあるをやりて、経紙にすかすとて
八六 　やるふみにわがおもふことしかかれねばおもふ心のつくる夜もなし（
30）
御はてに、経など供養して
八七 　今もなをつきせぬ物は涙かなはちすの露になしは れども（・）
御忌日に
八八 　めのまへに涙にくちし衣ではこぞの今日まであらむとやみし（・）
　一周忌明けの時期の歌として、榊八五は前後と齟齬なく連接
する（因みに八七の「御はて」を伊井氏は中陰明けと取り、この部分の時系列の不整合を言う） 。八五は、本来榊本の如く配列されてあったもので、一周忌の頃の歌からなる一連の基層部分であったと思われる。それに比べて、
49の
47・
48との結合度
は低く、断簡トは主題的な緊密度が低い。
　五十首歌を持たない切祖形の最末尾に、何らかの事情で付加
されたのであろうか。
五、終わりに
　伝行成筆切と榊原本両者について、その最も大きな齟齬を示
す部分
B
1～
B
4が、 その他の齟齬部分に密接に関わる事実を、
表及び個別の和歌配列から確認してきた。
　勿論、
B内部も詳細に見れば、
B
1が断簡ケとの関わりが強
く、他とは異質であるように、そ ぞれの来歴を持つのであろう。
a～
eの齟齬有る歌 、全てが同質の差異だと言うわけ
ではない。が、見てきたように、齟齬部分は限定的であり、かつ齟齬部分間に相互に影響関係が窺われるのである。
　改めて強調したいのは、断簡タ
41相当の榊「五七」の位置で
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ある。五七は、榊本では
B
1～
B
4相当の位置にあった。そ
れが、言わば「エオカキク」に押し出された形で、 「スセソタ」の最後尾
dのあとに「付加」としか言いようのない形で置か
れているのである。
　断簡タもまた、極めて不安定な形であった。このような事実
からは、榊本に限りなく近い共通祖形本に、エオカキクとスセソタの形へと併行して手が入れられ配列し直されることによって、切祖形本が派生した はないかと推測される。何次かの改編の一々を辿ることは困難だとしても。
　伊井氏のように置き換えるならば 配置の時系列的性格は整
合的に強調されるかに見えるが、既に榊本自体に スセソ」が示すような部分的な時系列への傾斜はあったわけで、キクの改編は、必ずしも時系列強化に成功していない。一方で、切ウケチなど 時と共に変わる悲嘆や苦悶などの内なる思いを連ねた小歌群において、榊本の数首を欠いたまま固定 た形を見せている（ 「なほあまにや りなまし、と思ひたつにも
｣( 五一～
五五）の五二欠、
｢ いかにせんとのみおぼゆるままに」
( 六三～
六七）の六三～六五欠、 「ならはぬさとのつれづれな 」
( 七
三～八三 七 欠、
｢ よのなかをひたすらにえおもひはなれ
ぬやすらひに」
( 一〇〇～一〇三）の一〇二・一〇三欠
―
など） 。
榊本では、時系列に即して正確に配列され編集され いるわけではないが、時の経過 た部分と その時々 生じ 内心の思いを連ねたこれらの部分とが、緩やかに交錯する。これは
和泉式部正・続集を通じて見られる全体的傾向でもある。断簡には一首も現れないが、 「五十首歌」は、流れる時・時刻と追慕の情を組み合わせた連作歌群であり、榊本のような基盤から醸成されても不思議ではない同質性を せている。
　極めて部分的な考察からの帰結ではあるが、以上のように榊
本は共通祖形により近い形をとっており、その意味で 二次要素の強い伝行成筆切よりも、資料としての信頼度が高 と言えるのではなかろうか。
久保木寿子15
《
	 表
	 》
＜久保木切配列④
＞に基づく歌群一覧
	
②
③
①
④
榊原本
榊原本
切榊の齟齬
榊本詞書・歌の摘記
伊井
久保木
断簡
久保木
B（新編国歌
（岩波文庫
（入集勅撰集
) （ 「
	 」和歌、
[	]
季の景物、
配列
A配列
切番号
大観番号）
本番号）
他は詞書を示す）
A
1
・
・
三八
9
4
0
宮の御四十九日
・
・
三九
9
4
1
又
・
・
四〇
9
4
2
同じ所の
・
・
四一
9
4
3
( 後拾遺五七五
)
しはすの晦の夜
一
一
ア
1
四二
9
4
4
（正月）一日
／
／
四三
9
4
5
又
一
一
ア
2
四
9
4
6
七日、雪の
一
一
ア
3
四五
9
4
7
[ 雪
]
・
・
四六
9
4
8
三月
[ 長き春日
]
・
・
四七
9
4
9
同じわたり
二
二
イ
4
四八
9
5
0
南院の梅の花
二
二
イ
5
四九
9
5
1
a
	別歌
	 千載
「かひなくてー」
二
二
イ
6詞
五〇
9
5
2
雨の
＊
＊
ウ
6歌
五〇
9
5
2
( 後拾遺五七四
)
「いつとてもー」
＊
＊
ウ
7
五一
9
5
3
( 後拾遺五七三
)
尼に「すてはてんとー
｣
／
／
五二
9
5
4
尼に「おもひきやー
｣
＊
＊
ウ
8
五三
9
5
5
尼に「いまはただー
｣
・
・
五四
9
5
6
( 千載五四七
)
尼に「かたらひしー
｣
・
・
五
9
5
7
尼に「めにみえてー
｣
・
・
五六
9
5
8
[ 藤衣
]
B
1 一二
三
エ
9
七二
9
7
4
[ すぐる月日
]
一二
三
エ
10
六
9
6
9
いかにせんとのみ
七
四
オ
11
六八
9
7
0
山吹の
七
四
オ
12
六九
9
7
1
［春雨］
七
四
オ
13上
七一
9
7
3
過る月日
八
五
カ
13下
七一
9
7
3
「すくすくとー
｣
八
五
カ
14
七〇
9
7
2
［露の宿り］
B
2
八
五
カ
15
九八
1
0
0
0
四月一日
八
五
カ
16上
九
1
0
0
1
青草
九
六
キ
16下
九
1
0
0
1
青草
B
3
九
六
キ
17
一一〇
1
0
1
2
二月ばかり
[ 花橘
]
B
4
九
六
キ
18詞
一五八
1
0
6
0
禊ぎの日
一〇
七
ク
18歌
一五八
1
0
6
0
禊ぎの日
一〇
七
ク
19
一五九
1
0
6
1
b
	別歌
みあれ
A
2
／
／
／
／
五八
9
6
0
又、程経て
／
／
／
／
五九
9
6
1
冬の夜
／
／
／
／
六〇
9
6
2
火桶
一〇
七
ク
20詞
六一
9
6
3
つくづくと
一
八
ケ
20歌
六一
9
6
3
「儚しとー
｣
一
八
ケ
21
六二
9
6
4
「ひたすらにー
｣
A
2
／
／
／
／
六三
9
6
5
いかにせんとのみ
／
／
／
／
六四
9
6
6
いかにせんとのみ
／
／
／
／
六五
9
6
7
いかにせんとのみ
一一
八
ケ
22
六
9
6
8
いかにせんとのみ
／
／
／
／
七三
9
7
5
ならはぬ里の
一一
八
ケ
23
七四
9
7
6
ならはぬ里の
・
・
・
・
七五
9
7
7
ならはぬ里の
＊
＊
コ
24
七六
9
7
8
ならはぬ里の
＊
＊
コ
25
七
9
7
9
ならはぬ里の
・
・
・
・
七八
9
8
0
ならはぬ里の
一三
九
サ
26
七九
9
8
1
ならはぬ里の
一三
九
サ
27
八〇
9
8
2
ならはぬ里の
一三
九
サ
28
八一
9
8
3
ならはぬ里の
一三
九
サ
29
八二
9
8
4
ならはぬ里の
・
・
・
八三
9
8
5
ならはぬ里の
・
・
・
八四
9
8
6
御すずりを、同じ所
一四
一〇
シ
30
八六
9
8
8
経紙にすかす
／
／
／
／
八七
9
8
9
御はて 、
／
／
／
／
八
9
9
0
御忌日に
一四
一〇
シ
31
八九
9
9
1
なに心もなき人の
　三
一
ス
32
九〇
9
9
2
c( 正七二六）
正月一日
　三
一
ス
33詞
九一
9
9
3
七日
　四
一二
セ
33歌
九一
9
9
3
[ 若菜
]
　四
一二
セ
34
九二
9
9
4
子の日の松
　四
一二
セ
35
九三
9
9
5
[ 鶯の声
]
　五
一三
ソ
36
九四
9
9
6
むめのはな
　五
一三
ソ
37
九五
9
9
7
[ 花は心の
]
　五
一三
ソ
38
九六
9
9
8
三月晦がたに
　六
一四
タ
39
九七
9
9
9
桜のいとおもしろき
＊
　六
一四
タ
40
ナシ
d
	別歌
[ 花
]
Ｃ
　六
一四
タ
41
五七
9
5
9
月日にそへて
A
3
・
・
一〇〇
1
0
0
2
世の中を
一五
一五
チ
42
一〇一
1
0
0
3
( 千載一〇九五
)
又、
｢ 虫だに秋はー
｣
／
／
／
／
一〇二
1
0
0
4
又、
[ 山鳥
]
／
／
／
／
一〇三
1
0
0
5
又、
[ 呼子
]
／
／
／
／
一〇四
1
0
0
6
御襪の
D
一五
一五
チ
43
一〇六
1
0
0
8
e
	別歌
（しらくもの）
A
4 一六
一六
ツ
44上
一〇五
1
0
0
7
見でてやるとて
一七
一七
テ
44下
一〇五
1
0
0
7
榊下句欠
（□□たのうみ）
一七
一七
テ
45
一〇七
1
0
0
9
同じ御思ひ ころ
一七
一七
テ
46
一〇八
1
0
1
0
( 正二三四重出
)
又人に
一八
一八
ト
47
一〇九
1
0
1
1
田舎なる人に
一八
一八
ト
48
一 一
1
0
1
3
御服なりしころ
E
一八
一八
ト
49
八五
9
8
7
御服脱ぎて
A
5
・
・
・
・
一一二～一五七
五十首歌
16和泉式部続集帥宮挽歌群に関する基礎的考察
（注）（
1）	
日本古典文学影印創刊
9『榊原本私家集
（一）』 （日本古典文学
会 　昭
53）による。
（
2）	
岸本理恵「定家監督書写の和泉式部集」 （ 『国語・国文』七六
―
七 　平
19・
7）
（
3）	
清水文雄「和泉式部続集に収録されたいはゆる『帥宮挽歌群』について」 （ 『国語と国文学』昭
39・
5→
『和泉式
部研究』昭
62・
9）
（
4）	
近くは鈴木一雄『日本名筆全集』 （書藝文化院 　昭
34・
2）
など
（
5）	
吉田幸一「伝行成筆和泉式部集切の落ち穂拾ひ」 （ 『王朝文学』
2
　昭
34・
6→『和泉式部全集・資料篇』昭
42・
6、
『和泉式部集定家本考 　下』 　平
2・
11）
（
6）	
清水文雄「伝行成筆和泉式部集切の二三について」 （ 『国文学攷』
23
　昭
35・
5→『和泉式部研究』昭
62・
9）
（
7）	
久保木哲夫「伝行成筆和泉式部続集切とその性格」 （ 『言語と文芸』昭
63・
2）
（
8）	
伊井春樹「
＜翻
＞和泉式部続集切考
―
付、続集切資料集
成」 （ 『講座平安文学論究』第五輯 　昭
63・
10）
（以下、伊
井氏の論は全てこれによる）
（
9）	
伊藤博・久保木哲夫編 『和泉式部全集
―
本文と索引
―
』 （貴
重本刊行会 　平
6・
6）
（
10）	
岸本理恵・久保木哲夫 　
C
D
- R
O
M
版新編私家集大成 　解
題
（
11）	
注（
6）に同じ
（
12）	
高島猛「伝行成筆和泉式部集切・第一種の再検討」 （ 『国語国文研究』
66
　昭
56・
7）…
…
十二葉段階での検討
くぼき 　としこ（日本文学）
　　　　　　　　　　　　　　　　
Toshiko	K
U
B
O
K
I
: A
	Study	on	Sochinom
iya-B
ankagun	of	“Izum
isikibu-Zokusyu”
:
B
y	C
om
parison	betw
een	Sakakibarabon	w
ith	K
ouzeigire
